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【議事録】   
 

実施日時  令和３年１０月２７日（水）１３：３０～１５：２０ 

会議名 令和３年度第３回八潮市地域福祉計画推進委員会 実施場所 
八潮メセナ２階 

集会室 

目的 ■進捗会議 □説明会 □研究会 □レビュー □Ｑ＆Ａ □打ち合わせ □その他 

件名 

議題 

◯ 開  会 
◯ 議 事 
（１）第３期地域福祉計画素案について 

①計画の基本方針 
  ②計画の推進 
◯ その他 
◯ 閉 会 

資料 

有■  

無□ 

出欠席 

○出席委員 

 

宇田川 光輝   委員 

籠倉  正美    委員 

川上  泉      委員 

篠木  猛   委員 

安孫子 由美子 委員  

山本  千秋    委員 

飯田  ミエ子 委員 

藤波  光子   委員 

長友  祐三  委員 

白井  陽子  委員 

市川  俊之  委員 

狩野  重子  委員 

○欠席委員 

渋谷  隆     委員 

杉山  誠一    委員 

佃   志津子 委員 

○事務局 

 香山   健康福祉部部長 

 遠藤   健康福祉部副部長 

 鈴木   社会福祉課長 

原崎    社会福祉課副課長 

江口    社会福祉課福祉企画係主事 

宮本    八潮市社会福祉協議会総務課事業副課長 

星野    八潮市社会福祉協議会総務課事業係長 

Ｎｅｘｔ－ｉ㈱ 吉元氏 

○傍聴者        ２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入者 

社会福祉課 

伊原 
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●合意・決定事項 別紙（□有 ■無） 

内容 

議事概要 

（１）第３期地域福祉計画素案について    

質疑応答 

（委員） 

18 ページの高齢者世帯の推移について、令和２年の総世帯数が 44,179 世帯となっており、それ

に対して高齢者単身世帯が 5,233世帯となっている。総世帯数の約 12％にあたる。高齢者の単身世

帯がこれだけあるということは、事故などで、誰にも看取られず亡くなる方がいるのではないかと

心配している。次に、25 ページの自殺者の推移について、令和２年に 14 人の自殺者がいるが、孤

独死のデータはあるのか。 

 

（事務局） 

孤独死のデータは手元になく、担当課に確認しても難しいと思われる。警察の方の関係もあり、

生活保護の部署に連絡が来ることもあるが、それがすべてではないことから、全体としては把握し

ていない状況にある。 

 

（委員） 

以前、町会自治会連合会で、ある団地の話を聞いたことがあったのだが、一番の問題は、高齢者

ばかりの団地での孤独死がよく起きており、対策が大変と伺っている。自分が所属している町会も

320～330世帯の小さな世帯だが似たようなケースが最近起きている。誰一人取り残さない福祉の観

点から見ると、不幸にして孤独死される方は、まさしく取り残されてしまった人。データをしっか

り集計して、対策するという切り口ではないかと感じている。個別対応として、孤独死の予防が前

回入っていただが、今回も継続して掲載する予定なのか。 

 

（事務局） 

重層的な支援体制の中で、事象として検討することになると考えている。 

 

（委員） 

八潮市の自殺者について自殺には様々な理由、条件がある。自殺防止と福祉の支援は深く関連し

ているように思えるため、施策の中に自殺の防止という文言を含めた方が良いのではないかと思

う。 

 

（事務局） 

自殺対策については、健康増進課で自殺対策計画を策定し、具体的な施策についてはこの計画で

触れている。基本目標４に④自殺対策として記載する予定である。 

 

（委員） 

地域福祉の中の大きなテーマとして、生活困窮と要支援者があるのだが、子どもの貧困の調査の

状況はどうなっているのか。 
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（事務局） 

調査を実施しているが、まだ結果が出ていない状況なので、反映できていない。結果が出る時期

との兼ね合いだが、可能であれば落とし込んでいきたい。 

 

（委員） 

第２期計画に比べると、基本目標４が加わり、施策内容が増えることになる。地域福祉計画は、 

分野別の福祉計画の上位に位置付けられていることから、書かれている各施策は福祉３計画に掲載 

されているのか、他計画に掲載されているのか等の記載があった方が良いと思う。 

 

（事務局） 

事務局で調整させていただきたい。 

 

（委員） 

12ページの八潮市の現状と課題について、八潮市の子ども・子育て支援事業に関連するのだが、

学校給食について問題提起したい。八潮市では昨年、給食の大規模の食中毒事故があった。今でも

給食を食べられないと、弁当を持参している児童が何人かいる。そういった意味では、この福祉の

カテゴリでは少し異例かもしれないが、八潮市独自の計画として学校給食に関する計画を検討して

いただきたい。 

 

（事務局） 

意見があった旨、担当部局に伝えさせていただきたい。 

 

（委員） 

18ページの高齢者福祉に関する問題について、訪問介護に携わっている人から聞いたのだが、特

に男性の高齢者がデイサービスに行きたがらず、理由として、折り紙やお手玉などの幼稚なことを

したくないということが多いようである。サービスの中身として様々な人のニーズに合ったものを

提供する必要があるのではないか。 

また、IT難民の問題は高齢者に顕著になっている。本来は、高齢者などの体が動かない人がスマ

ホやタブレットの画面を使って買い物をしたり、色々なサービスを受けたりするのが良いはずなの

だが、そこに手が届いていないため、高齢者が難民状態になっている。少し前の新型コロナウイル

スの予防接種をする際、若い人はスマートフォン等を活用して予約取れたが、高齢者は取れず、孫

に頼んでようやく取ってもらったというような状況があったようである。そうした施策を再検討す

る必要があると思う。 

 

（事務局） 

高齢者保健福祉計画の中にスマホ教室等の施策が入っており、今現在も実施している。意見があ 

った旨、担当部局に伝えさせていただきたい。 
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（委員） 

44ページの再犯防止に向けた困難事例について、再犯防止の中には就労支援、無職の方の再犯が 

 すごく多いと思うので、検討していく必要があると思う。 

 

（事務局） 

事務局で確認し、調整させていただきたい。 

 

（委員） 

61ページの（２）社会的孤立防振の推進について、①が高齢者の施策であれば高齢者という文言

を追加したほうが良いのではないか。 

 

（事務局） 

具体的な施策としては、社会福祉協議会の見守り活動、民生委員の見守り活動が基本的な事業と

して考えており、具体的な施策内容が高齢者に限らない。そのため、高齢者だけに限らない表記と

しているが、担当課と調整してまいりたい。 

 

（委員） 

62ページの圏域について、八潮市は３つに分かれたり、学校区が別だったり、活動の中で不都合

があることもある。日常生活圏域は高齢者の人口で分けたものなので、福祉全体で考える必要があ

るように思う。 

 

（事務局） 

調整があるので具体的には検討中である。 

 

（委員） 

重層的支援体制の具体的な仕組みとは何か。相談支援体制の充実とあるが具体的な施策の展開 

 を第３期計画で行っていくのか。 

 

（事務局） 

第４章になるが、各計画の中で相談関係の事業が掲載されている。相談支援、包括支援、参加の

支援がある。8050問題ではないが、世帯に対して、行政や関係機関のみで対応できず、連携を密に

しないとできないものになる。国でも言われているが、地域としても横断的な対応を取るため、会

議を開き、情報共有を図る。精査して対応しなければならず、様々な意見を持ち寄って話をする場

をつくらなければならない。重なり合う部分が多く、情報共有して進めていきたい。 

 

（委員） 

93ページについて、②町会・自治会とあるが、八潮市では 44の町会・自治会がある。ほとんど 

が自主防災組織を持っている。これ以外に、町会・自治会としては立ち上がってはいないが、マ 

ンションの管理組合が自主防災組織として機能している場合があると聞く。町会・自治会に加えて、 

自主防災組織も地縁に基づく組織なので、自主防災組織を加えてはどうか。 
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（事務局） 

検討させていただきたい。 

 

（委員） 

コロナ禍の中で、町会・自治会をやめる人が出ていると聞いている。本当は町会・自治会に入っ

て色々な面で参加してもらう方が良いと思う。少数意見かもしれないが、１年ごとに当番が来る町

会・自治会もあり、若い世代と同居していないので、高齢者世帯では独居の方や、２人いても高齢

で町会費を集められなくなり、皆さんに迷惑をかけると悪いのでやめるという意見を聞いたことが

ある。もう少し近所でお互い様のようなものをまち全体としてとらえて、普段からお付き合いでき

るようなまちになることを望む。さらに町会と住民、町会と町会とのコミュニケーションが大切で

はないか。先ほどの話でもマンション等の管理組合が強くなっている。そのため、町会・自治会と

管理組合との話が必要になってくると思う。 

 

（事務局） 

市では町会・自治会加入を進めている。意見があった旨、担当部局に伝えさせていただきたい。 

 

 

●要対応事項・要検討事項・課題など 別紙（■有 □無） 
内容 対応者 期限 備考 

 

 

 

 － － 

 

●その他の補足事項 別紙（□有 ■無） 
 

 

 

 

●要対応事項・要検討事項・課題などの調整結果（  月  日調整済み） 別紙（□有 ■無） 
要対応事項 調整結果 

 

 

 

 

 


